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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はミトコンドリア転写終結因子をコードしています。このタンパク質はミトコンドリアゲノムからの転写を減衰させる役割を果たし、この減衰により、下流のtRNA遺伝子と比較して16SリボソームRNAの発現レベルが高まります。この遺伝子産物は、DNA結合に必要な2つの基本ドメインに囲まれた3つのロイシンジッパーモチーフを有しています。このタンパク質では、ジッパーがDNA結合に必要な3次元構造を確立する分子内相互作用に関与しているという証拠があります。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:3つのロイシンジッパー（そのうち1つは二分構造）と2つの広く間隔を置いた基本ドメインで構成されています。ロイシンジッパーが分子内3本鎖コイルドコイルを形成し、基本ドメインをまとめてDNA結合モチーフを形成するという証拠があります。,機能:転写終結因子。 tRNA(Leu(uur))遺伝子内の28bp領域、16S rRNA遺伝子のすぐ下流に結合し、正確な終結を誘導するために重要な13量体配列を構成する。終結活性にはおそらく1つ以上の構成要素が必要である。,PTM：主に4つのリン酸基を持つリン酸化タンパク質。DNA結合活性はリン酸化状態の影響を受けないが、終結活性にはリン酸化型タンパク質のみが活性を示す。機能はリン酸化によって制御されていると考えられる。,類似性：mTERFファミリーに属する。,サブユニット：モノマー。,
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	-
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	MTERF抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	MTERF抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MTERF 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。

